
Illustrator で絵型を描く。

透明四角レイヤーを
下書きの上へ

人体のガイドは
表示マークを消す

下書きの線が薄く表示されるので
新規レイヤーを追加し
新規レイヤーにペンツールで描く
他のレイヤーは全てロックしておく

絵型を書く場合は基本的には何処から描いても構わないが
理想的な描き方としては輪郭を先に書き
次に目立つ線（洋服の凹凸のある場所等）
最後に細かい線を描く方が、
後々絵型を使用する場合にメリットが有る場合が多い
また、表示メニューからスマートガイドを選んでおけば
線と線が交わる時などガイド色にパスの色が表示され
連結を視覚的に示してくれる。
基本的には線と線が繋がっていないと着色等の際に
色がつかない場合が多いので
線の隙間無く描くようにすることが大切である。

スマートガイドを使うと
線が交わる時に
各レイヤー色に応じた色で
パスの色が表示される

スマートガイドを使わないと
線が交わっても
パスの色は変わらないので
線が繋がっているのか
分かり難い

表示されたガイド
ガイドの中心から左右の
どちらでも構わないので
半身だけ描くようにする。
ガイドにマウスの
ポインターを当てると
小さな文字でガイドと表示される
表示された場所から描き始めれば
常に中心から描けるので
描き終えた絵型を反転した際に
隙間が出来るような事はない。

描き始めはガイド上を押したまま
水平に線を引っ張ると
ハンドルが水平に表示される
この時必ずハンドルは水平方向にする。

スマートガイドは線と線をピッタリ繋げるツールだ！

水平線は画面左の定規へ垂直線は画面上部の定規に
マウスを移動させそのまま長押しで
ガイドラインを引きたい場所まで移動すれば
ガイド表示してくれる

ハンドルが曲がった状態で
書き始めると反転した際に
線の形状が
この様になってしまう。

この方向に線が
向かってしまう

下絵の方向とハンドルの方向が
同じ向きを向いていれば
ハンドルを消す必要はない。

下絵の方向が明らかに
全く違う方向に（例えば直角に）
向きを変えている場合は
アンカーポイントをクリックし
ハンドルを消す。

ペンツールで描く。

表示メニューから
定規を表示してガイドラインを使い
半身だけ描けば作業効率も上がる。

鍵マークでロック
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